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Oす すんで学習する子 (知 ) O思いやりのある子 (徳 )○ たくましい子
第 18号  令和 3年 6月
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卜学校だよ り
健全 で正 しい判断力を持 ち、自主性・創造 性
、豊かなた くま しい児童 の育成

○ すすんで学習する子 (知 )○ 思 いや りのある子 (徳 )○ た くま しい子 (体 )

第 19号  令和 3年 7月 2日 発行

校地 内交通安全の 日
7月 5日 は 「校地 内交通安全 の 日」です。数 年前、市内小学校 の校地内

の駐 車場で痛 ま しい交通事故 が発生 し、尊 い命が失 われ た事故が再 び起き

な いよ うにと設 け られ ま した。

そ の後、学校 の校地 内での歩車分離の取 り組みが進め られました。

ただ、学校 の状 況 によって 、歩車分離が十分 にで きな いところもあ りま

す。駐車スペースがなく、子どもたちの登校と教職員の出勤時間をず らすようにした り、ス
クールゾーンという形で通行規制をしたり、カラーゾーンを設置 して子どもたちの歩 くスペ
ースや交差点の意識化を図ったりしていますが、完全ではありません。

本校も、子どもたちと車が交錯する危険な場面を見かけることがあ ります。それぞれ によ

り注意をすることで事故を防 ぐしかありません。

学校南側の駐車場も放課後は車の出入りがあります。東側の昇降日前の校門のところや、

その先の横断歩道、旧国道までの学校への取 り付け道路は、スクールゾーンとして (朝 7時
30分か ら8時 30分 まで時間制限道路として警察署か らの許可証がなければ通行できませ

ん)規 制がかかっていますが、子 どもたちの下校時は生活道路 として多 くの車が通行 してい

ます。子どもたちも気を付けますが、大人であるわた したち運転するものがより以上に気を

付けることで事故の防止に努めたいと思います。

悲惨な事故をなくす ことができるよう、ご理解 とご協力をよろしくお願いします。

下水道 出前講座～ 4年生
6月 22日 に福島県下水道公社の方を講師にお招き して、 4年

生が下水道の仕組みと役割 について学習 しました。普段 自分たち
が使 っている大切な水について学びました。『わた したちが使 っ
た水はその後どこに行 くのか』『汚水はどこを通っていくのか』『下
水処理場では、 どんな処理が されているのか』『 どうや って水を
きれいにしているのか』等、様 々なことについてみえていただき
ました。

パックテス トで数種類の水 (透 明なジュース・水道水・川の水
…)の水質 を比べた り、顕微鏡で汚れた水 に住む微生物 を観察 した りす る ことで、体験 を通
して水 につ いての理解 を深め ることにつなが りま した。 さらに、「最初沈殿池」や 「最終沈

殿 池」等 を通 って下水がきれ いになる ことも知 り、下水処理場の仕組み について も理解する

ことができま した。最後 には、下水道 を大切 にす るために、洗剤を使 いすぎない ことや油を

流 さな いことな ど、 自分た ちにもできる ことを教 えて もらいました。下水道 について学習す
る ことで環境問題 にも関心 を もつ ことができたのではな いか と思 います。

来週 は学期末短縮 にな ります

7月 5日 (月 )か ら 7月 8日 (木 )ま で と 7月 12日 (月 )が学期末短縮のため、全学年

ド校時刻が早 ま ります 。学校 で も放課後の過 ごし方 (交 通事故防止・ 不審者 による被害防止
・ 水 の事故防止等)に ついて安全に過 ごせ るよ うに指導 いた します。 ご家庭 での ご配慮 をお

願 いいた します。



〇すすんで学習する子 (知 )

魔ぶぃ翼縫鼻冬輿夢自糞悧馴
に満ち、心豊かなた くま しい児童 の育成

○思 いや りのある子 (徳 ) Oた くま しい子 (体 )

第 20号 令和 3年 7月 15日 発 行

1学期のま とめを
今学期 も残 りわずかとな りました。今年度も感染症防止の取 り組みをしながらの教育活動

とな りました。そのような中でも、子どもたちは元気に学校生活を送ってきました。
まず、集団登校では上級生の班長さんが下級生を安全に学校まで連れてきて くれま した。

先 日、他県で下校途中の小学生が亡 くなる痛ましい事故がありました。交通事故か ら身を守
るために交通ルールをしっか り身に付ける必要があります。そのためにも集団登校は、道路
の右側を歩くことや横断歩道を渡るときは左右を確認することなどの正しい交通ルールを身
に付ける場でもあります。その集団登校がしっか り行われたことをうれしく思います。 さら
に、班長さんが下級生の歩 くスピー ドを考えて歩を進める配慮に思いや りの心が感 じられま
した。上級生 としての心の成長を見る思いでした。

また、日々の授業で教師や友達の話をしっか り聞いた り、算数の問題などを自分の力で解
いた りな ど、真剣な学習態度がすば らしいと思いました。タブレットを活用 して、自分の考
えを友達に送った り、それをもとにみんなで話し合ったりすることができました。本校の課
題の一つが 「自分の考えを伝えるのが苦手」なことですが、タプレットの活用も含め進んで
考えを伝えられるようになってきたと思います。

さらに、 4月 に比べてあいさつが しっか りできるようになってきた姿にも成長を感 じてい
ます。朝の登校時や休み時間の時な ど、「自分か ら」「相手を見て」「聞 こえるように」あい
さつできる子が増えました。今後も、あいさつを小原田小の伝統にしていければと思います。
家庭でのあいさつは、いかがでしょうか。一声掛けていただければ幸いです。

本校では、『すすんで学習する子』『思いや りのある子』『たくましい子』を目指す児童像
に掲げて 日々教育活動を展開 しています。目指す児童像に向かって、残 りの 1学 期間を有意
義に過ごせるように指導 していきたいと思います。

日頃より保護者の皆様には家庭学習の確認や水着の準備等、ご協力いただきましてあ りが
とうございます。残 りの 1学 期 FFOも よろしくお願いいたします。
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【児童の感想】
〇私はこの 「郷上を学ぶ体験学習」で学んだことは二つあ ります。一つ目は、郡山には 「ス

ベースパーク」 という宇宙のことがいろいろ学べる所があるということです。二つ日は、
美術館では作品を 「集める」「見る」「守る」な どをする所だと分かった ことです。初め
ての 「郷土を学ぶ体験学習」は楽 しかったし、勉強にな りました。またこのような機会が
あるといいです。

○美術館で 「無言館展」を見ました。私は、ポスターにもなっていた 「静子」 という絵が気
に入 りました。出征する前にかかれた絵で、愛 じょうと悲しみを感 じました。初めて美術
館に行ったので、楽 しかったです。

○美術館で心にのこった作品は高橋良松 さんの 「鶏頭の花図」 という作品です。昔の絵の具
を使っていて、色がうすいところもあれば色が こいところもあり、きれいな作品だか らで
す。最後はスペースパークに行きヽプラネタリウムを見ました。星ざのことや郡山市のこ
とを見た り聞いた りしました。いろいろなことが学べて楽しい 1日 になったなぁと思いま
した。
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|は 8月 25日 (水 )です


